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などを中心に、長岡技科大（オオミズナギドリ関係）、
東京農大（野生馬関係）、東北公益文科大学、文教大
学（エコツーリズム関係）、東京海洋大学などの先生
方をお招きしている。
・また、村民中心に地域活性化協議会を組織し、地図づ
くり＋直売所＋郷土料理研究などを実施している。
・今年取組んでいる交通社会実験（コミュニティバス＋
乗合タクシー）は国の補助を受け３年継続予定。
・飛島の実績を参考に昨年から始めたクリーンアップ作
戦は、昨年は内浦の海岸だけで行ったが、今年は釜谷
の海岸も加え、参加者は島内100名、島外200名であっ
た。ボランティアの集客には、県の村上振興局や市町
村課が積極的に応援してくれた。
・国の人材派遣事業を通して男女各１名の若者が役場で
働いており、男の職員は島の環境が気に入って、任期
後も島に移住する決断をしてくれた。
・村の子どもは中学を卒業すると島を離れ、村上の宿舎
などから高校へ通うことになる。昨年度の受験生に県
立大学も紹介したが、結局国立の静岡大学に進学した。
　行政ヒアリングの後、内浦の集落探訪を行う。釜谷と
異なり、平地の上に港に沿った複数の車道と直交する数
本の路地によって動線が構成され、集落内には巨木が生
い茂る社寺地が散在する。戸数や一戸当たりの住居規模
も釜谷よりはるかに大きめである。
　探索後、集落の北に続く海水浴場で海を眺めて過ごす。
沖には昨日見学した大謀網漁の漁場を望む位置である。
その後、集落に隣接する温泉施設「おと姫の湯」で塩気
を洗い流し、宿に戻って昨夜に勝るとも劣らない魚尽く
しの夕食と再び地酒「粟島」を味わい、昨日にも増した
心地よい疲れの中で、早めの眠りに就く。
５．３日目
　朝食後、やはり客の出発後を見計らい、民宿のご主人
へのヒアリングをお願いした。概要は以下の通り。
●民宿Ｔ主人Ｉ氏（５５歳）の話
・Ｉ家は分家後５代目、民宿経営は父親の代からで２代
目。宿を引き継ぐ以前は粟島汽船に昭和48年から平成
８年まで22年間勤め、その時の客商売の経験が役立っ
ている。県外の国立大学に進学した子どもたちは今の
ところ後継の意思を示していない。
・合併にはもともと反対で、粟島の存続のためには小さ
くも一国を守るべきだと思っている。また、日本海の
離島で国を守っているという気概もある。
・現在旅館組合長、観光協会理事、活性化委員などを務
める。２8歳のときに粟島で一番若い教育委員に就任。
現在は奥さんが教育委員を務める。
・民宿の数は最盛期の６9（内浦45＋釜谷２２）軒から現在
4２（内浦２６＋釜谷１６）軒となっている。減少の主な理
由は経営者の高齢化であり、内浦に比べ釜谷の減少率
が少ないのは、釜谷のほうが公務員他の生業が成り立
ちにくいためであると思われる。
・旅館組合は会費１万３千円で、イベントの開催や個々
の民宿の様々な相談に乗っている。組合としての決め
事は料金設定や料理７品目以上などがあるが、細かな
ことは個々の宿に任す方針。
・入れ込み客の客層は様々で、中越沖地震の際、被災地
で受け入れられなくなった客を肩代わりし、それ以来
気に入られてリピーターになった客などもいる。
・組合長になってからタコ獲りツアーや七夕サマーなど
のイベントを開発。以前はお盆を過ぎるとシーズンが
終わったという印象の民宿業者に、９月まで気を抜か
ないイメージを与えることができた。
・観光協会は専従２名体制で、それまで役場や旅館組合、
汽船に分かれて重複していた業務を一元化した。
・村の観光収入は７億円（粟島汽船を除く）、漁業３．
５億円（定置１.5億、他２億）となっている。
・粟島汽船の役割は観光以前に島のライフラインである
ため、フェリー２艇＋高速船（主に観光）を就航。佐
渡汽船の現役引退後の船を使ってきたが、２年後には
次の代を確保する必要があり、国の補助でそれが可能
となっている。（合併した場合を想定するとライフラ
インが削られる恐れもあった）
　ヒアリング終了後、島内一周の観光船で２日間かけて
陸路で回った海岸線を海上から再確認することにした。
景観や植生は、陸路よりも海岸線をつぶさに見ることの
できる海路から確認できた。地形が平明で樹木の高い東
海岸と西海岸の複雑な地形と強風の形跡が残る樹形が、
小さな島内でも異なる地域環境の存在を示していた。し
かし、それ以上に体感できたのが波の荒さで、矢ヶ鼻に
出ると同時に小さな観光船は大きく揺れ出し、鳥崎を回
るまで波しぶきが眺望を妨げる場面が続いた。
　港から１２時30分発のフェリーで粟島を後にし、岩船港
から社会実験中の乗合タクシーで村上駅へ戻った。
６．おわりに
　今回の踏査でも、粟島の東西・内浦と釜谷・そこに暮
らす人々それぞれの「地域」の存在が示された。また、
それは粟島固有であるとともに、佐渡や本州にも通じる
地域性でもあり、全ての地点にはそれぞれ異なると同時
に共通する地域性が付与されており、地点の地域性の集
合をマクロスケールで見たときに次のレベルの地域性を
表すと考えられる。さらに、「地域」とは、自然的存在
としての空間にも、あるいは歴史的事実にも存在するも
のでなく、空間や時間を認識する人間の意識の問題であ
る。いわば「地域」を形成する「点」は最終的には個々
人の「意識」に回帰し、｢意識｣ の集合を形成すること
が「地域づくり」であるといえよう。
注）図は平成1４年国土地理院発行1/２５000「粟島」を転載
